
＜在宅看取り冊子＞
住み慣れた地域で暮らす中で，大切な方とのお別れが近づいている，
または住み慣れたご自宅で最期を迎えたいと心づもりをされている方へ！

参考資料



函館市内の職能団体，
各事業所の連携協議会
等12団体が監修！

退院支援分科会にて，
約２年間の歳月をかけ
発行に至りました！

参照：在宅看取り冊子裏表紙



冊子の一部を紹介します！



住み慣れた地域で暮らす中で、
大切な方とのお別れが近づい
ている、または住み慣れたご
自宅で最期を迎えたいと心づ
もりされている方のお手元に
届くと良いと思っています。



「必要な心づもり」
「ご家族ができること」
「関わる医療・介護関係者と一緒
に考えておいたほうがいいこと」
等を冊子に掲載しています。



少しでも気負わずに療養を
続けられるようなポイント
も多く掲載しています！

家族のレスパイトや、本人や
家族がつらいときの入院とい
う選択肢について等・・・

参照：在宅看取り冊子２ページ



病状が進行したときの
不安やケアについて
掲載しています！

参照：在宅看取り冊子５ページ



参照：在宅看取り冊子６ページ

食べる量が減ってきた
ときの食事のサポート
について



参照：在宅看取り冊子７ページ

残された時間が少なく
なってきたときの変化
や様子について



参照：在宅看取り冊子９ページ

介護者の心を
支える一言も



参照：在宅看取り冊子１０ページ

最後のページでは、
寄り添うこと、触れ合うこと
が特別であり大切というメッ
セージを伝えています。



この冊子は、さまざまな場面での活用が想定されています！

・患者さん（利用者さん）や家族から住み慣れた場所で最期の

時間を過ごしたいと聞いた時

・実際に自宅等で療養されている時

冊子を患者さん（利用者さん）と一緒にみながら，イメージ

を深めたり共有したりすることに，ご活用ください。



・各事業所や施設で看取りができる体制を検討している時

・実際に関わる方の看取りを行う時

看取る時にはどのような準備が必要か、看取ることはどの

ようなことで、どのような心構えが必要かを考えたり備え

たりするための資料として，ご活用ください。

この冊子は、さまざまな場面での活用が想定されています！



住み慣れた場所で最期の時間を過ごすことが出来る

選択肢があることを知ってもらいたい

１人でも多くの方にこの選択肢があることを伝えられるように，
専門職の皆様の協力が必要です！

函館市医療・介護連携支援センターＨＰから冊子やちらしをダウンロード，
印刷する事ができます。ぜひ，ご活用ください！

函館市医療・介護連携支援センターHP掲載

・看取り冊子の二次元コードは
こちら ⇒

センターHPは
こちら⇒

https://hakodate-ikr.jp
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